
ファンデルワールス型二次元材料 EuSn2P2の元素選択的な磁性
Element specific magnetic properties of van der Waals 2D material, EuSn2P2
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六方晶 EuSn2Ch2 (Ch = P, As) は古典的な熱電変換材料である Bi2Te3 と同じ空間群を示す。

EuSn2Ch2 (Ch = P, As)は, Bi2Te3と同じく、c軸方向にファンデルワールス結合を示すファンデル

ワールス型二次元材料といえる。この材料は「数重の仮定の下でのトポロジカル反強磁性相の出

現」が期待されている。実験で確認される EuSn2P2のバルクの性質は磁性イオンを含む半金属で

ある。我々は EuSn2P2の元素選択的な磁性を報告する。

試料は石英ガラスに封入したカーボンるつぼ内での固相反応により合成した。試料の結晶相は

X線回折により確認した。151Euと 119Snのメスバウワ分光を透過法により測定した。いずれの元

素も低温で超微細構造が測定された。Euは内部磁場による自発分極を示すことが明らかになった。

EuSn2P2の 119Snメスバウワスペクトルにおいて,内部磁場による構造の温度変化が確認された。
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